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公営
企業会計

国民健康
保険病院
事業会計

（収益的収支）

国民健康
保険病院
事業会計

（資本的収支）

水道事業
会計

（収益的収支）

水道事業
会計

（資本的収支）

下水道事業
会計

（収益的収支）

下水道事業
会計

（資本的収支）

44億
4209万円

16億
5171万円

2億
8553万円

6億
1352万円

4億
5390万円

8億
7877万円

5億
5867万円

2.4％△70.3％ △2.1％ 0.5％ △36.7％ 4.0％ △38.4％

歳入（収入）
146億
3600万円
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県支出金  7.6%
11億1394万円

国庫支出金  9.8%
14億4230万円

町債  15.4%
22億5760万円
合併特例債
11億690万円( )

その他（配当割交付金他） 0.5%
8304万円

自主財源
29.1％
自主財源
29.1％

依存財源
70.9％
依存財源
70.9％

町税  13.0%
18億9610万円

分担金及び負担金  1.5%
2億1348万円

繰入金  11.6%
16億9954万円

繰越金  0.1%
1億5450万円
諸収入  1.1%
1億7369万円

地方消費税交付金  2.1%
3億955万円

地方交付税  33.9%
49億5000万円

寄附金  0.2%
3355万円

使用料及び手数料  0.2%
3243万円

財産収入  0.3%
5729万円

各基金より繰入

投資型予算計上
災害復旧と各地域の拠点整備事業に重点政策

歳 入

地方譲与税  1.5%
2億1901万円

（年度）Ｈ31 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

130

120
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105

100

一般会計予算の推移（当初）

Ｒ6

117億
4200万円

119億
8140万円

109億
7800万円

118億
4300万円

123億
5348万円

 

126億
3600万円

※令和３年は改選のため、骨格予算です



一般会計会計
区分

予算額

前年
度比

特別会計
津山・富線
共同バス
運行事業
特別会計

奨学会
特別会計

国民健康
保険
特別会計
（事業勘定）

国民健康
保険
特別会計
（直診勘定）

後期高齢
者医療
特別会計

介護保険
特別会計
（保険事業
勘定）

第７財産区
特別会計

羽出財産区
特別会計

富財産区
特別会計

865万円146億
3600万円

37億
7038万円 2113万円 14億

8000万円
2億

4300万円
2億

5032万円
17億

5432万円 151万円 895万円 250万円

0.2％18.5％ 27.4％ △20％ △4.1％35.4％ 27.0％ 1.6％ △15.5％ 0.8％ 増減なし

歳出（支出）
146億
3600万円 　　
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令和６年度  一般会計

146億3600万円
22億8252万円増

総務費  13.%
19億468万円

議会費  0.7%
1億559万円

農林水産業費  7.1%
10億5086万円

労働費  0.1%
1150万円

衛生費  8.8%
12億9457万円

民生費  25.4%
37億1935万円

公債費  11%
15億6614万円

予備費  0.03%　500万円

災害復旧費  6.1%
8億9587万円

土木費  7.5%
11億810万円

消防費  1.9%
2億7163万円

教育費  12.6%
18億5143万円

商工費  5.8%
8億5128万円

借り入れの
返済金です

ごみ・し尿の
処理費等です

福祉に使う
お金です

将来を見据えた
過去最大の一般会計予算計上

歳 出

令和６年度　各会計当初予算　歳出（支出）



かがみの議会だより・第20号 4

３月会議で決まりました３月会議で決まりました
令和6年3月4日～3月26日まで、3月会議が開催され、令和6年度一般会計146億3600万円
など、28件の議案が議決されました。

定住化の促進

200万円

空き家対策総合支援事業補助金　

　町外からの移住者が空き家を購入または賃貸し
自身が定住するため改修した場合に補助金を支給
（補助率２／３、上限100万円10年以上居住が条件）

地域情報化の推進

1482万円

町アプリ導入事業費

　鏡野町からの情報発信方法の拡大を図り、高齢者
でも利用しやすいアプリを導入し、令和７年度から
運用

にぎわいづくり

4億8679万円

鏡野町観光案内所整備事業

　みずの郷奥津湖に観光案内所及び
物販販売施設を整備

子育て支援

1億523万円

放課後児童クラブ事業費

　放課後児童クラブ運営費
　令和６度から、シダックス
大新東ヒューマンサービス
株式会社へ業務委託

健康づくりの推進

687万円

帯状疱疹予防接種事業

　帯状疱疹予防接種の費用助成
（対象50歳以上、補助率１／２の上限２万円）

保育園の新築移転

5億4360万円

鶴喜保育園整備事業

　鶴喜保育園新築移転工事に
係る費用
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新規新規

新規

新規新規



かがみの議会だより・第20号5

令和６年度　一般会計予算議第14号 令和６年
３月26日

原案
可決

議　決
年月日

議決年月日・採決結果・議員名

議　　　案　　　名

■賛否の状況

採決
結果

原
　
　
章
倫

長
石
　
幸
男

小
椋
　
晶
志

岸
　
　
泰
廣

片
田
八
重
美

仲
西
　
祐
一

牧
田
　
俊
一

飯
綱
　
洋
平

花
房
　
　
尚

藤
田
　
照
子

山
本
　
秀
久

難
波
　
達
男

岡
田
　
高
幸

鈴
木
　
大
介

–

○○○○○○○

×××

○○○

【表示説明】○ ：賛成、×：反対、欠：欠席、－：表決なし　   ※原議長は採決に加わりません

公民館の改修工事

4億973万円

公民館臨時管理費

　トイレのバリアフリー化、照明のLED化など
・大野公民館…１億4215万円
・中谷公民館………7396万円
・郷公民館…………8392万円
・奥津公民館……１億970万円

子育て支援

629万円

育児用品助成事業

　おむつ購入費助成対象を
2歳に達する誕生月まで拡充

花房議員　反対
　教育、子育て、子ども達に対しての当初予算を見ると、給食費無償を実現されず、子
育て世代への経済的支援も乏しく、放課後児童クラブの民間委託は民間参入ビジネス化
であり、運営内容と運営責任が曖昧なまま、不安を抱え前途多難とみえる。子ども達へ
の不平等を助長し、依然、運用に矛盾を抱える鏡野町中学校夢づくり事業を行政が提案、
実施することは納得できない。

牧田議員　賛成
　反対された議員の立場は687の事業の一部修正案の発議ではなく全予算の反対討論を
された。令和６年度の予算が可決されないと、４月１日の新年度開始より行政サービス、
行政支援を享受しなければならない日常生活に支障をきたす住民の方もおられ、１日た
りとも行政サービス、行政支援を止めることはできない。一部の事業に反対するのであ
れば、一部修正案を発議し、その事業について議会全体で審査し、全体で予算について
の協議をすることが議会の役割と考える。全予算を否決する意味は全事業の運営、行政
サービスおよび災害復旧を止める意味となる。

反対反対

賛成賛成

議第14号　令和６年度　一般会計予算議第14号　令和６年度　一般会計予算
令和６年度　鏡野町一般会計予算について、賛否が分かれ、
賛成討論・反対討論がありました。
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拡充



かがみの議会だより・第20号 6

１月会議で決まりました１月会議で決まりました
令和６年１月30日に随時会議が開催され、議案２件が議決されました。

鏡野町手数料徴収条例の
一部改正

・戸籍謄本等の広域交付を可能とする。
・戸籍及び除籍の電子証明書提供用識別符号の
　発行手数料新設。
・届書等情報内容証明書の交付等を可能にする。

令和５年度鏡野町一般会計補正予算
（第８号）

　歳入歳出予算の総額に6187万円を増額し、
歳入歳出の総額を149億9087万円とする。
・物価高騰対応支援事業費　5850万円

鏡野町職員特殊勤務手当支給条例の一部改正
　保育士の処遇改善を図り人材不足を解消し、待機児童の解消に努めるための改正。保育士手当を月額
1万円から月額2万円に引き上げる。

鏡野町議会の定数を定める条例の一部改正
議員定数を15人から13人に改める。

鏡野町議会委員会条例の一部改正
　総務常任委員会と産業常任委員会を総務産業常任委員会に統合し、新たに予算決算常任委員会を設置
し、常任委員会の定数を改める。

鏡野町議会会議規則の一部改正
　議長が、会議時間内に会議で宣告することにより会議時間を変更することができる規定に改める。
　継続審査案件が長引くことも考えられることから、委員会から中間報告の申し出ができる規定を加える。
議場に入る者の服装、携帯品の禁止について整理し、許可制から届出制に改める。

公の施設に係る指定管理者の指定

条例の制定・一部改正

○鏡野ふれあい運動公園
 【特定非営利活動法人きらり鏡野】
　・指定期間
　　令和６年４月１日から
　　令和10年３月31日まで
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かがみの議会だより・第20号7

総務常任委員会　行政視察研修報告総務常任委員会　行政視察研修報告

デマンド（予約）型乗合タクシーを視察デマンド（予約）型乗合タクシーを視察

令和５年度令和５年度
◯日　　　程：令和５年11月1日㈬
◯視　察　先：兵庫県丹波市柏原支所
◯視察内容：公共交通の管理・運営について
◯参　加　者：委員長／片田　八重美、副委員長／難波　達男
　　　　　　　委　員／岸　泰廣、仲西　祐一、牧田　俊一、花房　尚
　　　　　　　議　長／原　章倫
◯視察の目的：鏡野町では、町内を運行する地域福祉バスがあり、一時期、福祉バス有償化案が浮上し、
　　　　　　　賛否の声が上がった。高齢者の交通手段の確保は重要で深刻な問題であり、早くからデマ
　　　　　　　ンド型乗合タクシーを導入している丹波市を視察した。

通院や買い物など、暮らしを支える身近な生活手段として導入。
デマンドとは、“乗りあう”こと、予約を受けてからはじめて運行するという考え方に基づき、利用者間
の「感謝」や「思いやり」の気持ちを大切にしたデマンド型乗合タクシーを平成23年から開始した。

丹波市のデマンド（予約）型乗合タクシーとは　丹波市のデマンド（予約）型乗合タクシーとは　

① １台の車を乗り合わせることにより、利用者を送迎する交通手段
② 乗る30分前までに電話で予約
③ 乗り降り場所は自宅前、施設、病院など
④ 運行日は月曜日・火曜日・水曜日・金曜日(お盆、年末年始はお休み)
⑤ １時間につき１便の運行
⑥ 運行時間は、午前8時から午後3時台まで
⑦ １回の乗車につき300円

① １台の車を乗り合わせることにより、利用者を送迎する交通手段
② 乗る30分前までに電話で予約
③ 乗り降り場所は自宅前、施設、病院など
④ 運行日は月曜日・火曜日・水曜日・金曜日(お盆、年末年始はお休み)
⑤ １時間につき１便の運行
⑥ 運行時間は、午前8時から午後3時台まで
⑦ １回の乗車につき300円

運行概要運行概要

導入の経緯導入の経緯
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　平成16年に氷上郡の６町が合併し丹波市になったが、広大な地域に集落が点在し、高齢化、過疎
化が進行し、市民の移動手段の不足が深刻化していた。そこで、高齢者１万人を対象にアンケート調
査をするなどし、平成23年２月に運行開始に至った。
　タクシー事業者、商工会、丹波市で三者協定を結び、旧６町を運行。デマンド予約センターを旧
町に置き、丹波市商工会が委託運営している。10人乗りハイエースワゴン13台は丹波市が購入し、
タクシー事業者へ提供している。
　わが町に於いても、快適な生活を確保するには、交通ネットワークの維持が重要である。丹波市
のデマンドタクシー導入を参考にしながら、地域の実情に応じた公共交通網を考えたい。
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かがみの議会だより・第20号 8

「百年の森林構想」とは「百年の森林構想」とは
 「約50年生にまで育った
森林の管理をここで諦め
ず、村ぐるみであと50年
がんばろう。そして美し
い『百年の森林』に囲ま
れた上質な田舎を実現し
ていこう」
 「森林事業は心と心をつ
なぎ価値を生み出してい
く『心産業』、村の資源
である森林から産業を、
そして仕事を生み出して
いこう」という構想。

村が主体となって森林整備村が主体となって森林整備
「百年の森林構想」が村に定着してい
き、村内での意見交換での対話から、世
代を超え、未来への想いを共有する森づ
くりを民主的に進めていった。住民が納
得して共に取り組むことが地域を変えて
いく力になっている。
　㈱百森が、森林の集約化と森林経営管
理を行っている。木材の販売と収益分配
をとりまとめ、林業事業体に施業を発
注。集まった丸太を木材産業関連会社へ
流通させる。間伐材などは㈱motoyu
（地域熱供給会社：薪販売～熱供給）
へ。

効率的な森林管理効率的な森林管理
　村が個別の山林を預かって管
理（現在森林面積の1/2を村が
管理）。小規模零細な個人所有
林も、林業機械を使って、大き
なまとまりで効率的・効果的に
管理ができる＜集約化施業＞
　小規模零細な個人所有林を大
きなまとまりで施業を計画。
　専門家である住友林業の地域
林政アドバイザーに委託（年間
500万円）し、ゾーニング。特
別交付税（上限500万円・林野
庁）により措置される。

産業常任委員会　行政視察研修報告産業常任委員会　行政視察研修報告

「百年の森林構想」の西粟倉村を視察「百年の森林構想」の西粟倉村を視察林業の活性化について
先進的取組から学ぶため
林業の活性化について
先進的取組から学ぶため

令和５年度令和５年度
◯日　　　程：令和６年２月14日㈬
◯視　察　先：岡山県西粟倉村
○視察内容：林業振興について
◯参　加　者：委員長／藤田　照子、副委員長／小椋　晶志
　　　　　　　委　員／岸　泰廣、飯綱　洋平
　　　　　　　議　長／原　章倫

　林業が低迷する中であるが、住民
との意見交換を重ね、百年もの長期
を見通した思いや願いを共有してき
たことが移住者にも伝わり、現在に
つながっている。鏡野町でも住民の
意見を十分生かしていきたい。

mori no oto 工房（森の学校内）の視察mori no oto 工房（森の学校内）の視察

▲展示されていたmori no oto工房の製品

その内人工林 高齢化率総面積 森林面積

84％ 37.4%57.97k㎡西粟倉村 93％

70％ 38.8%419.68k㎡鏡野町 87％

▲旧影石小学校理科室を活用した工房

　理科室の面影を残す工房に制作された木製の楽器が体験で
きるように展示されていた。
　また、代表の石川照男さんとリモートで対話し、移住の動
機や今後の方向性について話を聴いた。石川さんは枚方市で
「森の楽器製作教室」
を開設していたが、こ
の地が気に入り移住。
地域おこし協力隊員と
して介護楽器（村内ケ
ヤキ使用）を製作。人
の手で磨き上げ、仕上
げは米ぬかオイルを使
用。赤ちゃんがなめて
も安心な楽器になって
いる。

も   りも   り



令
和
６
年
度 

一
般
会
計

３
月
・
１
月
会
議

常
任
委
員
会
視
察
報
告

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

〜
一
般
質
問 

〜

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が

町
の
行
政
全
般
に
わ
た
っ

て
執
行
機
関
に
対
し
疑
問

点
を
質
し
、
所
信
の
表
明

を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
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ページ 議  員  名 質  問  内  容

花房　　尚

牧田　俊一

片田八重美

鈴木　大介

藤田　照子

難波　達男

仲西　祐一

10

11

12

13

14

15

※

１．町民サービスについて
２．森林環境について
○　子育て支援施策について

１．医療に関する行政運営・行政サービスの提供維持化について
○　技術専門技師の職員数について
○　職員の副業による地域貢献について　

１．各観光施設の整備状況について
２．待機児童について

１．蛍光灯生産終了について
２．農業の将来について
○　相続登記の義務化について

１．生涯にわたる健康づくりと介護予防の仕組みづくり
２．自衛官募集の名簿提供の妥当性について
○　保育現場における人材確保について

１．防災対策について

○　非常時持出事業について
○　長期お試し住宅について
○　鏡野観光局について
○　事務事業マネジメントシートについて

議会だよりには、２問のみ掲載しています。○印のものは掲載していません。議会だよりには、２問のみ掲載しています。○印のものは掲載していません。

※仲西議員の一般質問のページは本人の意向で掲載をしておりません※仲西議員の一般質問のページは本人の意向で掲載をしておりません
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３
月
・
１
月
会
議

常
任
委
員
会
視
察
報
告

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

一
般
質
問

一
般
質
問

一
問
一
答
方
式

　
　
　
温
泉
施
設
の
料
金

　
　
割
引
に
つ
い
て
、
日

曜
日
と
祝
日
及
び
特
別
日

は
利
用
可
能
で
な
い
と
す

る
理
由
は
何
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
本
事
業
は
、
平
成

20
年
度
か
ら
、
町
民
の
方

の
鏡
野
町
内
観
光
施
設
へ

の
愛
着
と
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
町
民
福
祉
の

向
上
と
、
関
連
施
設
の
振

興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
て
お
り
、
年
間
延

べ
約
２
万
人
の
町
民
の
方

が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
目
的
の
ほ

か
、
町
内
温
泉
施
設
の
平

日
の
利
用
促
進
を
図
る
た

め
、
曜
日
の
設
定
を
行
っ

て
い
る
。

問問問問
　
　
　
料
金
割
引
を
年
間

　
　
す
べ
て
の
日
に
適
用

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　

現
在
の
と
こ
ろ
、

現
状
の
制
度
を
変
更
す
る

予
定
は
な
い
。

　
　
　
２
０
２
３
年
の
タ

　
　
ク
シ
ー
利
用
者
証
登

録
者
数
と
利
用
者
延
べ
数

は
い
く
ら
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
令
和
６
年
３
月
１

日
現
在
、
全
体
で
７
１
３

名
の
登
録
が
あ
り
、
そ
の

内
令
和
５
年
中
の
利
用
登

録
者
数
は
１
５
１
人
で
、

延
べ
利
用
件
数
は
、
１
万

２
７
１
３
人
で
あ
る
。

　
　
　
対
象
者
を
高
齢
者

　
　
65
歳
以
上
の
運
転
免

許
を
保
有
し
て
い
な
い
者

と
し
て
い
る
が
、
そ
の
理

由
は
何
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
高
齢
者
等
タ
ク
シ

ー
利
用
助
成
事
業
は
、
高

齢
者
等
交
通
弱
者
の
、
日

常
生
活
の
利
便
性
向
上
と

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

り
、
社
会
参
加
を
促
進
す

る
目
的
で
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
運
転
免
許
を

　
　
　
旧
富
小
学
校
の
教

　
　
室
等
利
用
に
計
画
さ

れ
て
い
る
「
森
林
の
豊
か

な
感
性
を
創
出
し
、
木
育

の
輪
が
広
が
る
施
設
」
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
本
施
設
は
、
鏡
野

町
の
豊
か
な
森
林
資
源
を

「
次
世
代
に
継
承
」
す
る

た
め
、
旧
富
小
学
校
を
富

地
域
全
体
の
自
然
、
森
林
、

木
の
文
化
を
テ
ー
マ
と
し

た
木
育
の
拠
点
、
地
域
振

興
の
拠
点
と
し
て
整
備
を

行
う
。

　
既
設
の
教
室
等
を
活
か

し
、
木
に
触
れ
、
木
の
良

さ
を
体
感
し
て
も
ら
い
、

幅
広
い
世
代
の
方
々
が
、

「
遊
び
、
体
験
、
学
び
」

を
通
じ
て
楽
し
み
や
親
し

み
を
感
じ
て
も
ら
い
、
木

育
の
輪
が
広
が
る
施
設
を

目
指
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
そ
の
施
設
を
担
う

　
　
人
材
の
育
成
は
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
現
在
、
施
設
の
基

本
設
計
を
行
っ
て
お
り
、

町
内
の
木
工
事
業
者
等
へ

お
示
し
で
き
る
図
面
等
が

で
き
た
ら
、
地
域
の
方
々

を
含
め
て
広
く
人
材
、
運

営
の
方
法
に
つ
い
て
協
議

を
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
そ
の
う
え
で
、
他
地
域

の
施
設
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学

ぶ
と
と
も
に
、
鏡
野
町
独

自
に
、
今
ま
で
地
域
で
培

わ
れ
て
き
た
文
化
、
伝
統

を
伝
承
、
発
信
し
て
い
く

鏡
野
町
な
ら
で
は
の
施
設

と
し
て
運
営
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

木
育
の
拠
点
、
地
域
振
興
の

拠
点
と
し
て
整
備
し
て
い
く

も
く
い
く

旧
富
小
学
校
の
跡
地
に
計
画
さ
れ
て

い
る
施
設
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

質問質問

答弁答弁

答答

問問答答

答答問問答答

問問答答

問問答答

問問答答

花房 　尚［はなふさ ひさし］ 議員

どちらも現状では、変更する予定はなく、
今後検討していく

町民サービスとして、温泉施設の町民割引と
高齢者等タクシー利用者を拡充してはどうか

質問質問

答弁答弁

保
有
し
て
い
な
い
者
と
し

て
い
る
。

　
　
　
高
齢
者
事
故
防
止

　
　
も
あ
り
、
免
許
証
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
登

録
申
請
で
き
る
よ
う
に
し

た
ら
ど
う
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
社
会
参
加
を
促
進

す
る
目
的
に
加
え
、
運
転

免
許
証
の
返
納
に
つ
な
が

り
、
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
に
寄
与
す
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　
事
業
実
施
か
ら
２
年
が

経
過
し
た
現
在
も
、
登
録

者
が
増
え
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
現
状
で
の
事
業
継

続
を
考
え
て
い
る
が
、
今

後
、
事
業
検
証
を
行
い
、

拡
充
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

花美人の里

旧富小学校の校舎



一
問
一
答
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問
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牧田 俊一［まきた としかず］ 議員

鏡野町国民健康保険病院内の薬剤師不足により、
４月より薬の処方を院外薬局へ移行する

医療従事者の担い手・人材不足による
町政運営状況は

質問質問

答弁答弁

国保病院

　
　
　
医
療
関
係
の
職
員

　
　
・
人
材
不
足
に
よ
る

行
政
運
営
・
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
鏡
野
町
国
民
健
康

保
険
病
院
内
の
薬
剤
師
不

足
に
よ
り
、
外
来
の
院
内

処
方
を
院
外
処
方
に
移
行

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　
院
外
処
方
へ
の
移

　
　
行
に
伴
う
町
民
か
ら

の
意
見
や
声
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
あ
る
の
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
薬
剤
師
の
確
保
要

望
、
国
保
病
院
近
隣
の
調

剤
薬
局
の
場
所
と
経
路
、

院
外
処
方
へ
移
行
と
な
っ

た
経
緯
説
明
な
ど
の
声
が

あ
っ
た
。

　
　
　
今
後
、
国
保
病
院

　
　
内
に
薬
剤
師
が
増
員

と
な
る
と
、
院
内
処
方
へ

戻
す
こ
と
に
な
る
の
か
。

　
　
国
保
病
院
事
務
長

　
　
　
一
度
院
外
処
方
に

し
た
も
の
を
院
内
処
方
に

戻
す
こ
と
は
難
し
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　
町
が
運
営
す
る
３

　
　
地
域
の
診
療
所
（
上

齋
原
・
奥
津
・
富
地
域
）

問問問問問問問問 答答

問問問問 答答答答

問問問問問問 答答

問問問問 答答

問問答答答答

答答答答

答答

答答

答答答答

で
処
方
を
受
け
取
る
こ
と

（
国
保
病
院
の
処
方
を
３

地
域
の
診
療
所
で
受
け
取

る
こ
と
）
は
で
き
る
の
か
。

　
　
健
康
推
進
課
長

　
　
　
現
在
の
状
況
を
見

な
が
ら
診
療
所
で
処
方
の

対
応
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
国
保
病
院
が
院
外

　
　
処
方
制
度
へ
移
行
と

な
る
と
、
現
在
、
国
保
病

院
内
で
処
方
し
て
い
る
調

剤
処
方
に
変
化
が
あ
る
の

か
。

　
　
国
保
病
院
事
務
長

　
　
　
国
保
病
院
で
取
り

扱
う
薬
の
種
類
が
、
院
外

薬
局
で
全
部
対
応
す
る
こ

と
は
難
し
い
こ
と
も
あ
る
。

そ
の
場
合
は
、
調
剤
薬
局

か
ら
国
保
病
院
の
医
師
に

直
接
連
絡
を
と
っ
て
そ
の

都
度
変
更
で
き
る
も
の
は

変
更
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
令
和
10
年
開
院
予

　
　
定
の
新
国
保
病
院
の

運
営
上
、
現
在
よ
り
更
に

薬
剤
師
不
足
に
な
る
と
、

病
院
経
営
に
は
ど
の
よ
う

な
影
響
が
あ
る
の
か
。

　
　
国
保
病
院
事
務
長

　
　
　
万
が
一
、
薬
剤
師

不
足
の
状
況
が
増
大
す
る

と
、
薬
剤
業
務
を
外
部
委

託
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

ど
う
し
て
も
薬
剤
師
の
確

保
が
必
要
と
な
る
。

　
　
　
町
が
運
営
す
る
３ 

　
　
地
域
の
診
療
所
の
人

材
不
足
状
況
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
医
師
に
つ
い
て
は
、

へ
き
地
医
療
拠
点
病
院
あ

る
い
は
、
へ
き
地
医
療
支

援
病
院
か
ら
の
派
遣
を
受

け
て
い
る
。
ま
た
、
医
師

不
足
の
対
応
策
と
し
て
、

令
和
６
年
度
中
に
は
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
の
実
施
が
で

き
る
体
制
を
整
え
て
い
く
。

　
　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

　
　
と
は
ど
の
よ
う
な
制

度
な
の
か
。

　
　
健
康
推
進
課
長

　
　
　
通
信
を
利
用
し
て
、

国
保
病
院
の
医
師
と
各
診

療
所
で
診
療
が
行
え
る
制

度
を
準
備
し
て
い
く
。
医

師
不
足
解
消
の
た
め
の
制

度
で
あ
る
。

　
　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

　
　
に
伴
う
国
保
病
院
の

医
師
の
負
担
は
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
。

　
　
健
康
推
進
課
長

　
　
　
鏡
野
病
院
内
で
各

診
療
所
の
患
者
を
診
る
こ

と
が
で
き
、
鏡
野
病
院
か

ら
各
診
療
所
ま
で
の
医
師

の
移
動
負
担
減
が
で
き
る
。

　
　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

　
　
に
よ
る
各
診
療
所
の

病
院
経
営
は
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
。

　
　
健
康
推
進
課
長

　
　
　
診
療
所
の
医
師
不

足
解
消
を
補
完
す
る
た
め

の
制
度
で
あ
り
、
今
対
面

で
行
っ
て
い
る
診
察
を
少

な
く
す
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
。

　
　
　
令
和
10
年
開
院
予

　
　
定
の
新
病
院
運
営
で

の
医
師
、
技
師
、
医
療
従

事
者
な
ど
の
人
材
確
保
は

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
か
。

　
　
国
保
病
院
事
務
長

　
　
　
医
師
に
関
し
て
は

県
下
の
大
学
病
院
等
を
訪

問
、
ま
た
岡
山
県
に
も
医

師
の
派
遣
依
頼
を
行
っ
て

い
る
。
ほ
か
の
職
種
に
つ

い
て
も
、
広
報
紙
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
、
医
療
専
門
学
校
等
へ

の
募
集
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。

　
　
　
今
回
の
薬
剤
師
不 

　
　
足
の
発
生
事
例
の
よ

う
に
、
鏡
野
町
の
医
療
行

政
サ
ー
ビ
ス
で
、
ひ
と
り

で
も
専
門
の
医
療
免
許
を

所
有
し
て
い
る
職
員
や
人

材
が
不
足
す
る
と
、
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
停
止
や
、
後

退
が
発
生
す
る
こ
と
は
あ

る
の
か
。

　
　
国
保
病
院
事
務
長

　
　
　
医
師
不
足
と
な
る

と
診
療
に
影
響
が
発
生
す

る
。
ま
た
放
射
線
技
師
な

ど
専
門
の
医
療
免
許
所
有

者
の
欠
員
が
発
生
す
る
と

病
院
経
営
に
支
障
が
発
生

す
る
。

　
　
健
康
推
進
課
長

　
　
　
各
診
療
所
で
は
医

師
が
不
足
す
る
と
診
療
所

の
運
営
が
止
ま
る
。
ま
た
、

歯
科
診
療
内
で
は
歯
科
医

師
及
び
歯
科
衛
生
士
の
確

保
が
必
要
で
あ
る
。

３
月
・
１
月
会
議

常
任
委
員
会
視
察
報
告

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



一
般
質
問

一
般
質
問

一
問
一
答
方
式

かがみの議会だより・第20号 12〇議員は選挙区内にある者に対して、寄付をすることは禁止されています。

片田 八重美［かたた やえみ］議員

アート作品展示会場周辺の奥津渓等、
おもてなしができる整備を目指す

森の芸術祭晴れの国・岡山開催に向けて、
町の観光施設整備は間に合うか

質問質問

答弁答弁
　
　
「
森
の
芸
術
祭
」の

　
　
開
催
期
間
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
令
和
６
年
９
月
28

日
か
ら
11
月
24
日
ま
で
。

　
　
　
昨
年
の
台
風
７
号

　
　
に
よ
る
５
５
７
の
被

災
箇
所
の
う
ち
９
か
所
が

観
光
施
設
で
あ
り
、
災
害

復
旧
費
約
２
億
８
千
万
円

と
あ
る
が
そ
の
箇
所
と
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
奥
津
温
泉
・
奥
津

渓
遊
歩
道
・
大
釣
温
泉
、

星
の
里
キ
ャ
ン
プ
ビ
レ
ッ

ジ
・
の
と
ろ
温
泉
・
う
た

た
ね
の
里
・
恩
原
高
原
ス

キ
ー
場
・
岩
井
滝
・
高
清

水
ト
レ
イ
ル
の
９
か
所
。

　
　
　
「
森
の
芸
術
祭
」

　
　
ま
で
に
整
備
は
間
に

合
う
の
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
奥
津
渓
に
つ
い
て

は
、
昨
年
仮
復
旧
工
事
を

し
、
遊
歩
道
の
通
行
は
可

能
で
あ
り
、
本
復
旧
を
目

指
す
。
奥
津
温
泉
沿
い
の

河
川
工
事
、
そ
れ
に
伴
う

「
足
踏
み
洗
濯
場
」
と
そ

の
周
辺
整
備
に
つ
い
て
は
、

岡
山
県
が
管
理
し
て
い
る

箇
所
と
併
行
し
て
の
工
事

に
な
る
た
め
、
調
整
に
時

問問問問問問

間
を
要
し
て
い
る
。

　

岩
井
滝
に
つ
い
て
も
、

甚
大
な
被
害
に
よ
り
現
在

も
通
行
止
め
で
あ
る
。
測

量
設
計
が
完
了
次
第
工
事

に
入
り
、
冬
ま
で
に
は
完

成
さ
せ
た
い
。
恩
原
高
原

ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
は
、

被
災
後
復
旧
さ
せ
た
が
、

大
雨
等
に
よ
り
第
２
ゲ
レ

ン
デ
の
裏
斜
面
が
崩
れ
、

第
３
リ
フ
ト
の
み
の
稼
働

に
な
っ
た
。
冬
ま
で
の
完

成
を
目
指
す
。
ま
た
、
高

清
水
ト
レ
イ
ル
に
つ
い
て

は
、
一
部
崩
落
箇
所
が
あ

る
が
、
安
全
確
認
を
行
い
、

現
在
は
通
行
可
能
。
の
と

ろ
温
泉
、
星
の
里
キ
ャ
ン

プ
ビ
レ
ッ
シ
に
つ
い
て
は

既
に
工
事
を
終
え
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
「
森
の

芸
術
祭
」
に
間
に
合
わ
な

い
箇
所
も
あ
る
が
、
関
係

機
関
と
協
議
し
、
影
響
が

最
小
限
に
な
る
よ
う
対
応

し
た
い
。

　
　
　
ア
ー
ト
作
品
展
示

　
　
に
係
る
観
光
の
周
遊

は
ど
の
よ
う
に
計
画
し
て

い
る
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
奥
津
振
興
セ
ン
タ

ー
内
の
芝
生
広
場
と
、
奥

　
　
　
各
園
の
定
員
状
況

　
　
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
町
内
各
園
の
定
員

数
は
、
芳
野
こ
ど
も
園
１

７
０
人
、
か
が
み
の
中
央

こ
ど
も
園
１
５
０
人
、
鶴

喜
保
育
園
60
人
、
香
南
保

育
園
と
奥
津
保
育
園
は
そ

れ
ぞ
れ
40
人
、
郷
幼
稚
園

70
人
だ
が
、
定
員
に
達
し

て
い
る
園
は
な
い
。
６
年

度
の
入
園
に
関
し
て
は
、

職
員
体
制
な
ど
考
慮
し
、

受
入
れ
可
能
な
人
数
に
達

し
て
い
る
が
、
奥
津
保
育

園
の
４
・
５
歳
児
は
受
入

れ
可
能
で
あ
る
。

　
　
　
申
込
状
況
と
待
機

　
　
児
童
数
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
令
和
５
年
度
は
待

機
児
童
数
11
人
だ
っ
た
。

　
６
年
度
は
申
込
者
４
６

２
人
の
う
ち
、
３
９
６
人

の
入
園
を
決
定
し
て
い
る
。

入
園
決
定
に
当
た
っ
て
は
、

子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
安

定
し
た
生
活
が
送
れ
る
こ

と
を
最
優
先
に
保
育
士
体

制
、
子
ど
も
の
年
齢
、
部

屋
の
大
き
さ
等
考
慮
し
対

応
し
て
い
る
。

　
　
　
保
育
士
確
保
の
対

　
　
策
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
令
和
５
年
３
月
か

ら
民
間
派
遣
会
社
か
ら
の

受
入
れ
、
採
用
年
齢
の
引

上
げ
、
処
遇
の
改
善
、
更

に
は
、
あ
ら
ゆ
る
告
知
対

策
に
努
力
し
て
い
る
が
、

保
育
士
不
足
は
深
刻
だ
。

定
員
に
達
し
て
な
い
が

保
育
士
が
不
足
し
て
い
る

な
ぜ
待
機
児
童
が
発
生
し
て

い
る
の
か

質問質問

答弁答弁

答答

問問問問

問問答答問問答答

問問答答

答答答答

答答答答

問問答答

津
渓
の
大
釣
橋
付
近
の
２

か
所
に
設
置
し
、
ア
ー
ト

作
品
間
を
周
遊
す
る
バ
ス

等
の
手
段
に
つ
い
て
計
画

中
で
あ
る
。
鏡
野
町
ら
し

い
お
も
て
な
し
が
で
き
る

体
制
を
作
り
た
い
。

　
　
　

足
踏
み
洗
濯
場
、

　
　
あ
ず
ま
屋
の
整
備
だ

け
で
も
急
げ
な
い
か
。
ま

た
足
踏
み
洗
濯
ダ
ン
ス
の

開
始
予
定
は
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　
　
　
河
川
復
旧
の
調
整

に
は
時
間
が
か
か
り
思
う

よ
う
に
な
ら
な
い
。
ま
た
、

足
踏
み
洗
濯
ダ
ン
ス
に
つ

い
て
は
、
鏡
野
観
光
局
で

検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
岩
井
滝
の
遊
歩
道

　
　
は
崩
れ
や
す
い
箇
所

が
多
い
。
ル
ー
ト
変
更
は

考
え
な
い
の
か
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　
　
　
現
状
復
旧
を
一
番

に
考
え
て
い
る
。

３
月
・
１
月
会
議

常
任
委
員
会
視
察
報
告

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

奥津渓



一
問
一
答
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問

かがみの議会だより・第20号13 〇議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れは禁止されています。

　
　
　
「
水
銀
に
関
す
る

　
　
水
俣
条
約
」
の
第
５

回
締
約
国
会
議
で
、
直
管

蛍
光
灯
の
製
造
と
輸
出
入

を
２
０
２
７
年
末
ま
で
に

禁
止
す
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
た
。
一
般
照
明
用
蛍
光

灯
の
製
造
が
終
わ
り
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
蛍
光
灯
へ
の
交
換
が

必
要
と
な
る
。
安
定
器
の

あ
る
蛍
光
灯
照
明
器
具
は

電
気
工
事
や
器
具
の
取
替

え
が
必
要
と
な
る
。
集
会

所
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ

ス
等
の
施
設
へ
の
改
修
補

助
等
の
検
討
は
あ
る
か
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
未
来
・
希
望
基
金

事
業
で
、
令
和
６
年
度
ま

で
は
補
助
を
し
て
い
る
。

７
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、

こ
の
よ
う
な
補
助
金
制
度

を
検
討
す
る
。

問問

問問
　
　
　
蛍
光
灯
が
２
０
２

　
　
７
年
以
降
な
く
な
る

と
い
っ
た
新
聞
記
事
を
持

参
し
高
齢
者
世
帯
な
ど
で

悪
質
な
訪
問
販
売
が
出
て

く
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

悪
質
な
訪
問
販
売
等
に
よ

っ
て
高
額
な
器
具
を
売
り

つ
け
ら
れ
な
い
よ
う
ど
う

防
止
す
る
か
。

　
　
総
合
福
祉
課
長

　
　
　
悪
質
訪
問
販
売
等

に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
も
十
分
注
意
を
し

て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
こ

と
が
行
わ
れ
る
場
合
は
、

告
知
放
送
で
も
連
絡
を
し

て
お
り
、
情
報
共
有
を
し

て
、
悪
質
業
者
が
悪
質
な

販
売
を
行
わ
な
い
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
総
務
課
長

　
　
　
く
ら
し
安
全
課
が

消
費
者
相
談
の
窓
口
と
し

て
、
詐
欺
等
の
関
係
も
現

在
、
周
知
を
行
っ
て
い
る

の
で
、
併
せ
て
周
知
を
行

っ
て
い
く
。

　
　
　
中
山
間
地
域
等
直

　
　
接
支
払
制
度
に
つ
い

て
、
旧
鏡
野
町
地
域
に
つ

い
て
は
急
傾
斜
の
み
対
象
。

旧
鏡
野
町
地
域
で
は
、
圃

場
整
備
に
よ
り
土
地
基
盤

が
整
備
さ
れ
、
水
田
の
大

型
機
械
化
作
業
体
系
が
確

立
さ
れ
た
地
域
と
、
そ
う

で
は
な
い
地
域
が
あ
る
。

旧
鏡
野
町
地
域
の
緩
傾
斜

地
を
対
象
と
し
て
い
な
い

理
由
及
び
昨
今
の
農
業
従

事
者
の
高
齢
化
と
離
農
者

が
増
加
し
て
い
る
現
状
を

踏
ま
え
、
今
後
の
方
針
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
旧
鏡
野
町
地
域
に

お
い
て
は
、
町
村
合
併
前

に
、
協
議
の
結
果
、
対
象

農
地
を
急
傾
斜
の
み
と
し

て
、
緩
傾
斜
を
対
象
と
し

て
い
な
か
っ
た
。
町
村
合

併
後
も
そ
の
方
式
を
現
在

ま
で
続
け
て
い
る
。
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
後
継
者

不
足
が
進
む
中
に
お
い
て
、

北
部
地
域
と
同
様
に
、
生

産
条
件
の
よ
く
な
い
地
域

も
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て

お
り
、
課
題
と
考
え
て
い

る
。
　
　
　
集
落
営
農
組
織
な

　
　
ど
米
農
家
の
担
い
手

不
足
対
策
に
つ
い
て
の
方

針
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
町
内
に
13
組
織
あ

る
集
落
営
農
組
織
に
つ
い

て
は
、
組
織
に
よ
っ
て
は

地
域
の
高
齢
化
と
と
も
に

組
合
員
の
高
齢
化
も
進
み
、

組
織
の
継
続
を
危
惧
さ
れ

て
い
る
。
米
価
が
い
ま
だ

低
迷
し
て
い
る
中
に
お
い

て
、
資
材
の
高
騰
も
あ
り
、

機
械
類
の
更
新
も
ま
ま
な

ら
な
い
状
態
で
あ
る
。
ま

た
、
草
刈
り
等
の
作
業
の

人
手
が
足
り
ず
、
農
地
維

持
が
困
難
な
組
織
も
あ
る
。

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
方
策

と
し
て
、
集
落
営
農
組
織

の
作
業
軽
減
の
た
め
、
国
、

県
に
よ
る
補
助
事
業
の
活

用
や
、
そ
の
他
の
支
援
策

多
額
の
費
用
が
必
要
で
あ
り
、
国
、
県
の
事
業
も

含
め
て
、
効
果
の
あ
る
も
の
を
検
討
し
て
い
く

農
機
具
導
入
補
助
金
の
方
針
は

質問質問

答弁答弁

を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
寒
暖
差
や
、
水
が

　
　
き
れ
い
な
環
境
か
ら
、

県
南
で
作
っ
た
同
じ
里
海

米
よ
り
も
県
北
の
方
が
お

い
し
い
と
い
っ
た
声
を
聞

く
。
夢
ア
グ
リ
鏡
野
が
中

心
と
な
り
、「
鏡
野
里
海

米
」
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指

し
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

　
　
町
　
長

　
　
　
鏡
野
町
を
売
り
出

す
と
い
う
こ
と
は
や
は
り

成
果
と
し
て
出
る
も
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
た
だ
、

い
つ
出
す
か
、
い
い
タ
イ

ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
、

産
業
観
光
課
で
考
え
て
い

く
。
ぜ
ひ
御
期
待
を
い
た

だ
き
た
い
。

答答

問問答答

問問答答

問問答答

答答 答答

３
月
・
１
月
会
議

常
任
委
員
会
視
察
報
告

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

鈴木 大介［すずき だいすけ］ 議員

くらし安全課が中心に周知していく

蛍光灯製造終了に伴う
悪質訪問販売の防止はどうするか

質問質問

答弁答弁

瀬戸内かきがら
アグリ推進協議会
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
問
一
答
方
式

藤田 照子［ふじた てるこ］ 議員

他町村の動向も参考に検討したい

高齢者の補聴器購入時の補助が
できないか

質問質問

答弁答弁

〇議員は選挙区内にある者に対して、病気見舞い金を出すことは禁止されています。

　
　
　
聴
力
検
査
が
鏡
野

　
　
町
で
行
う
健
康
診
断

の
項
目
に
入
っ
て
い
な
い

の
は
な
ぜ
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
現
在
、
町
で
は
法

律
に
基
づ
き
特
定
健
康
診

査
と
後
期
高
齢
者
健
康
診

査
の
２
つ
の
健
康
診
断
を

実
施
し
て
い
る
。
い
ず
れ

も
糖
尿
病
を
は
じ
め
と
す

る
生
活
習
慣
病
の
予
防
、

早
期
発
見
が
目
的
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
聴
力
検
査

は
検
査
項
目
に
含
ま
れ
て

い
な
い
。

　
　
　
認
知
症
予
防
の
た

　
　
め
に
聴
力
検
査
を
健

診
項
目
に
入
れ
る
な
ど
、

町
と
し
て
で
き
る
取
組
は

な
い
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
聴
力
の
低
下
を
防

ぐ
こ
と
が
認
知
症
予
防
に

つ
な
が
る
こ
と
は
認
識
し

て
お
り
、
集
団
健
診
で
の

導
入
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
町
で
必
要
だ
と
考

　
　
え
れ
ば
鏡
野
町
独
自

の
健
康
診
断
も
可
能
だ
と

思
う
。
特
に
、
糖
尿
病
と

聴
力
は
関
連
し
て
お
り
、

聴
力
検
査
で
早
め
に
発
見

し
、
早
め
に
対
処
す
る
こ

問問

と
が
必
要
。
聴
力
は
元
に

戻
ら
な
く
て
も
進
行
を
抑

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
日

常
生
活
に
困
ら
な
い
、
そ

の
方
の
人
生
を
豊
か
に
し

て
い
く
き
っ
か
け
づ
く
り

と
し
て
聴
力
検
査
を
行
っ

て
ほ
し
い
。

　
　
健
康
推
進
課
長

　
　
　
健
診
会
場
に
静
か

な
会
場
を
準
備
で
き
な
か

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
ま

で
項
目
に
な
か
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

　
今
後
は
、
健
診
実
施
に

お
い
て
、
計
画
の
段
階
で

取
り
入
れ
ら
れ
る
な
ら
考

え
て
い
き
た
い
。

　
　
　
認
知
症
予
防
の
た

　
　
め
に
も
聴
力
の
機
能

を
守
り
た
い
と
多
く
の
町

民
が
願
っ
て
い
る
。
高
額

な
補
聴
器
の
購
入
費
の
補

助
は
で
き
な
い
か
。

　
　
健
康
推
進
課
長

　
　
　
現
在
鏡
野
町
に
は
、

加
齢
に
よ
る
聴
力
低
下
の

方
へ
の
補
助
等
は
な
い
が
、

今
後
は
他
町
村
の
情
報
も

参
考
に
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
自
衛
隊
へ
の
応
募

　
　
者
数
が
減
少
す
る
中
、

自
衛
隊
か
ら
自
治
体
へ
の

名
簿
提
供
を
求
め
ら
れ
て

い
る
が
、
鏡
野
町
は
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
令
和
３
年
度
ま
で

は
自
衛
隊
が
募
集
案
内
の

送
付
の
た
め
に
住
民
基
本

台
帳
法
第
11
条
第
１
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
役
場
で

の
住
民
基
本
台
帳
を
閲
覧

し
募
集
対
象
者
の
氏
名
、

住
所
、
性
別
、
生
年
月
日

を
書
き
写
し
て
い
た
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
、
自

衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部

か
ら
の
依
頼
に
基
づ
き
、

募
集
対
象
者
情
報
に
つ
い

て
個
人
情
報
を
必
要
最
小

限
に
と
ど
め
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
対
象
者
の
氏
名
、

住
所
を
記
載
し
た
宛
名
シ

ー
ル
の
提
供
を
行
っ
て
い

る
。

　
　
　
本
人
、
保
護
者
は
、

　
　
個
人
情
報
を
提
供
さ

れ
る
こ
と
を
承
知
し
て
い

た
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
第
69
条
第

１
項
で
「
法
令
に
基
づ
く

場
合
は
除
く
」
と
規
定
さ

れ
て
い
る
。
募
集
対
象
者

情
報
の
提
供
に
つ
い
て
は
、

自
衛
隊
法
第
97
条
第
１
項
、

自
衛
隊
法
施
行
令
第
１
２

０
条
な
ど
の
法
令
に
基
づ

き
提
供
し
て
い
る
。

　
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
の
観
点
か
ら
も

適
正
な
事
務
を
行
っ
て
お

り
、
提
供
に
当
た
り
本
人
、

家
族
の
承
知
、
同
意
は
必

要
と
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
今
後
は
ど
の
よ
う

　
　
に
対
応
す
る
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
同
法
令
に
基
づ
い

た
事
務
を
行
っ
て
お
り
、

対
象
者
の
氏
名
、
住
所
を
記
載
し
た
宛
名
シ
ー
ル
の
提
供
し
て
い
る

（
個
人
情
報
を
後
に
残
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
）

自
衛
官
募
集
の
名
簿
提
供
の
妥
当
性
は

質問質問

答弁答弁

継
続
し
て
自
衛
官
募
集
に

係
る
宛
名
シ
ー
ル
の
提
供

を
適
正
に
対
応
し
て
い
く
。

　
　
　
安
保
３
法
案
が
通 

　
　
り
、
ア
メ
リ
カ
と
一

緒
に
戦
争
か
と
い
う
不
安

な
状
況
の
中
、
赤
紙
が
来

た
よ
う
な
気
が
す
る
と
思

わ
れ
た
方
も
い
る
。
情
報

提
供
を
希
望
し
な
い
「
除

外
申
請
」
を
受
け
付
け
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
危
機
管
理
監

　
　
　
こ
の
制
度
の
活
用

に
つ
い
て
は
今
後
検
討
す

る
。

答答

問問答答

問問答答

問問答答問問答答

問問答答

答答

問問問問 答答

３
月
・
１
月
会
議

常
任
委
員
会
視
察
報
告

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



かがみの議会だより・第20号15

一
括
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問

〇議員は選挙区内にある者に対して、お中元やお歳暮を出すことは禁止されています。

　
　
　
町
保
有
の
災
害
備

　
　
蓄
品
は
ど
の
く
ら
い

保
有
し
て
い
る
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
食
料
８
８
２
７
食

で
ア
ル
フ
ァ―

米
７
２
２

１
食
、
缶
詰
パ
ン
１
３
７

６
食
、
ラ
イ
ス
ク
ッ
キ
ー

２
３
０
食
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ

ォ
ー
タ
ー
４
２
１
４
本
、

粉
・
液
体
ミ
ル
ク
３
㎏
、

毛
布
１
３
７
１
枚
、
生
理

用
品
４
６
８
枚
、
乳
児
・

小
児
用
お
む
つ
３
６
０
枚
、

大
人
お
む
つ
１
６
８
枚
、

携
帯
ト
イ
レ
１
８
７
４
０

回
分
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
１
５
６
巻
保
管
し
て

い
る
。

　
　
　
備
蓄
品
は
ど
こ
に

　
　
ど
れ
だ
け
保
管
さ
れ

て
い
る
の
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
本
庁
舎
に
食
料
３

２
０
３
食
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ

ォ―

タ
ー
７
８
２
本
、
み

問問

ず
の
郷
に
食
料
３
１
８
９

食
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ―

タ

ー
２
８
８
０
本
、
奥
津
振

興
セ
ン
タ
ー
に
食
料
２
２

５
５
食
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ

ー
タ
ー
72
本
、
富
の
倉
庫

に
食
料
１
８
０
食
、
ミ
ネ

ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ―

４
８
０

本
保
管
し
て
い
る
。

　
　
　
備
蓄
食
料
品
の
賞

　
　
味
期
限
が
近
づ
く
も

の
に
つ
い
て
の
対
策
は
ど

の
様
に
し
て
い
る
の
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
賞
味
期
限
が
近
づ

い
た
も
の
は
、
防
災
講
習

会
や
防
災
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
啓
発
品
と
し
て
使
用
し

廃
棄
し
な
い
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
る
。　

　
　
　
追
加
補
充
に
つ
い

　
　
て
の
取
り
組
み
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
毎
年
予
算
を
組
ん

で
補
充
し
て
い
る
。

答答問問答答

問問問問 答答

問問問問 答答

問問答答

問問問問 答答答答

答答

答答

３
月
・
１
月
会
議

常
任
委
員
会
視
察
報
告

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

難波 達男［なんば たつお］ 議員

鏡野町の推定避難者は１,242人で、
約3日分ある

災害時の備蓄品は
何人分及び何日分か

質問質問

答弁答弁

　
　
　
水
道
水
な
ど
供
給

　
　
が
停
止
し
た
時
に
地

元
の
井
戸
が
利
用
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
能
登
半
島
地
震
に

お
い
て
井
戸
水
が
見
直
さ

れ
て
い
る
が
、
飲
料
水
と

し
て
は
水
質
に
問
題
が
あ

り
、
町
と
し
て
は
ス
テ
ン

レ
ス
製
の
給
水
タ
ン
ク
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
給
水

タ
ン
ク
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

で
生
活
用
水
及
び
飲
料
水

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

自
主
避
難
組
織
に
よ
る
飲

料
水
の
備
蓄
を
推
進
し
て

い
る
。

　
　
　
町
と
し
て
井
戸
の

　
　
活
用
に
つ
い
て
検
討

の
予
定
は
あ
る
の
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
今
後
検
討
す
る
上

で
課
題
と
し
て
考
え
て
い
く
。

　
　
　
災
害
情
報
の
提
供

　
　
に
つ
い
て
問
題
点
や

今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
情
報
提
供
に
は
告

知
放
送
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利

用
し
た
告
知
、
安
心
・
安

全
か
が
み
の
情
報
メ
ー
ル
、

鏡
野
町
有
線
テ
レ
ビ
放
送

に
よ
る
緊
急
Ｌ
字
放
送
、

デ
ー
タ
ー
放
送
、
鏡
野
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。

問
題
点
は
光
ケ
ー
ブ
ル
が

断
線
し
た
場
合
復
旧
ま
で

時
間
が
か
か
り
、
情
報
が

発
信
で
き
な
い
恐
れ
が
あ

る
。
今
後
の
取
り
組
み
と

し
て
復
旧
対
応
が
で
き
る

仕
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。 　

　
　
伝
送
網
や
電
源
の

　
　
消
失
時
は
ど
の
よ
う

な
対
策
が
あ
る
の
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
鏡
野
町
の
告
知
放

送
に
は
各
家
庭
の
告
知
放

送
受
信
機
に
乾
電
池
に
よ

る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
が

あ
る
が
、
長
期
の
停
電
が

起
き
る
と
、
こ
の
機
能
は

使
え
な
く
な
る
た
め
、
別

に
ス
ペ
ア
の
機
能
を
持
た

せ
る
な
ど
、
業
務
や
事
業

を
止
め
な
い
仕
組
み
を
考

え
な
い
と
い
け
な
い
。

　
　
　
す
べ
て
の
通
信
網

　
　

が
断
た
れ
た
場
合
、

消
防
団
の
車
両
に
通
信
機

器
を
付
け
て
本
部
と
連
絡

が
で
き
る
よ
う
に
で
き
な

い
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
過
去
に
通
信
手
段

を
無
線
か
ら
光
フ
ァ
イ
バ

網
へ
統
一
し
た
経
緯
が
あ

る
が
、
今
後
協
議
す
べ
き

課
題
と
す
る
。



令
和
６
年
度 

一
般
会
計

３
月
・
１
月
会
議

常
任
委
員
会
視
察
報
告

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

　「鏡野町こども基本条例」は、子どもたちにも分かりやすい
内容のチラシで小中学校やこども園などで配られました。
　大切な権利として、「生きる権利」「育つ権利」「守られる権利」
「参加する権利」が載っています。
 どんな権利か、家族や先生たちと話してみてください。知り
たいことなどお知らせください。一緒に考えましょう。

かがみの議会だより・第20号 16

委
員
長
　 

鈴
木
　
大
介

副
委
員
長
　 

藤
田
　
照
子

委
　
　
員
　 

片
田
八
重
美

　
　
　
　
　 

牧
田
　
俊
一

　
　
　
　
　 

飯
綱
　
洋
平

　
　
　
　
　 

難
波
　
達
男

　
　
　
　
　 

岡
田
　
高
幸

【
広
報
特
別
委
員
会
】

シリーズ20 議会用語

鏡野町議会を傍聴してみませんか!!

議会や議員、行政に関する用語をわかりやすく解説します。

　一般的に議会は会期制を採用しており、会期ごとに独立しています。
「会期中に議決に至らなかった議題は、後会に継続しない」としてい
ます。しかし審査議題の中には、当該会期中に結論を得ることができ
ないことがあり、例外的に次の会期まで審査を継続することが認めら
れています。鏡野町の場合は通年会期制を導入しているため会期は
１月４日から翌１月３日までの１年間になります。

お
ー

予
防

ち
ゅ
う
し
ゃ

ガ
ン
バ

  

ロ
ー

い
た
く
な
い

か
ら
ね
ーっ

い
た
い

気
が

す
る

い
たあ   

い

ま
だ

ち
ゅ
う

し
ゃ

し
て
な

い
け
ど
…

~
~

~
~

び
ょ
う
い
ん

議案の提案理由説明

送信フォーム

主な内容と　　き

６月３日㈪ 10:00～
※その他の日程は未定のため、５月末以降にお問合せください。

本会議・常任委員会・全員協議会のYouTube配信をしています。

次回定例会の日程（予定）

【お問合せ先】議会事務局  0868-54-2926

詳しくはホームページなどで確認してください。

編
集
後
記

　

町
内
の
新
緑
も
爽
や

か
な
風
に
揺
ら
れ
、
晴

れ
渡
っ
た
青
空
に
は
、

鯉
の
ぼ
り
の
群
れ
が
天

高
く
大
き
く
泳
ぐ
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、

田
畑
の
農
作
業
時
期
を

迎
え
、
皆
様
の
心
と
か

ら
だ
も
忙
し
く
な
る
時

期
と
な
り
ま
す
が
、
今

年
も
収
穫
が
多
く
、
実

り
あ
る
年
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
、
鏡
野

町
は
合
併
か
ら
20
年
目

の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　

ま
た
、
私
達
議
会
議

員
の
任
期
も
残
り
一
年

と
な
り
ま
す
。
か
が
み
の

議
会
だ
よ
り
「
か
し
の

木
」
が
、
よ
り
一
層
、

町
民
と
町
政
の
橋
渡
し

と
な
り
、
議
会
活
動
を

よ
り
わ
か
り
や
す
く
お

伝
え
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
精
進
い
た
し
ま

す
の
で
、
今
後
も
皆
様
か

ら
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。（
牧
田  

俊
一
）

鏡野町議会ライブ
配信チャンネル

鏡野町こども基本条例コーナー鏡野町こども基本条例コーナー
かがみのちょう　　　　　　　　  き   ほん じょう れいかがみのちょう　　　　　　　　  き   ほん じょう れい

継続審査とは？

〒708-0392 鏡野町議会事務局 宛  ファックス：0868-54-4445  電子メール：送信フォームから

　　　 かがみのちょう                    　 き　ほんじょうれい　               　こ　　                                           わ                                   

ない よう　　　　　　　　　　　  しょうちゅうがっこう       　                 えん                  　くば

         たいせつ      　けん   り                            　い　              けん  り　        そだ    　けん   り　       まも　                   けん   り

        さん   か　              けん   り               　の

                              けん   り　               か  ぞく　     せん せい　                  はな　                                                               し

                                                   し                                                　いっ しょ　    かんが

かがみのちょうぎかいじむきょく  あて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でんし　　　　　　 そうしん

次回の発行は令和６年８月１日の予定です。


